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17 Javaプログラミング事始め
17–1 Java言語の歴史
1991年4月 SunMicrosystems社内の研究プロジェクト「Green」が発

足。 































目標： ネットワークに家庭用の情報機器を繋げて、

それらのモニタ／制御、それらのソフトウェアの配布

／バージョンアップ、等を円滑に行うための仕組みを

開発する。

































1991年 ? James Goslingが、C言語とC++言語を土台にして情報家

電用のプログラング言語としてOak言語(Javaの前身)を開

発。 









名前の由来： 開発者の部屋の窓からOak(楢)の大

木が見えたから。











1993年4月Webブラウザ Mosaic @@
��

WWWの爆発的な人気

1994年 情報家電市場が伸びなかったためGreenプロジェクトは失敗

に終わった。
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1994年6月 「Liveoak」プロジェクト










目標： Oakを使って小さいオペレーティングシステ

ムを作る。











1994年 Liveoakプロジェクトの目標を縮小してWebブラウザ「We-

bRunner」 @@
��
後に HotJava と改名。

1994年 ダイナミックなWebページ作成ツールとしてのJava。























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































名前の由来： Oakという名前の言語は既にある。
@@
��

Sun社の喫茶室に開発者達が集まった時、

コーヒーの銘柄に因んで付けられた。

補足： Webページ内のスクリプト言語である

JavaScript はNetscape社が開発したもので、Java

言語とは無関係である。





























































1995年5月 正式に Java と HotJava が発表された。
@@
��

Web人気が追い風になり急速に普及・発展。

(Version Up も繰り返されている。)

—
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1996年1月 JDK(Java Development Kit) 1.0

1997年2月 JDK 1.1

1998年12月 JDK 1.2 (Java 2)

1999年 J2SE (Java 2 Platform, Standard Edition;

デスクトップ・アプリケーション向け)

J2EE (Java 2 Technology, Enterprise Edition;

サーバ・アプリケーション向け)

J2ME (Java 2 Platform, Micro Edition;

モバイル・アプリケーション向け)

2000年5月 J2SE 1.3

2001年 J2EE 1.3

2002年2月 J2SE 1.4

2003年 J2EE 1.4
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2004年9月 J2SE 5.0 (JDK 1.5...エンジニアリングバージョン名；

大幅な機能アップ)

2006年12月 JavaSE 6.0 (JDK 1.6)

2011年7月 JavaSE 7.0 (JDK 1.7)

—
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17–2 Java言語の特徴

• Java仮想機械上で実行。

@@
��
実行が計算機の機種やOSに依存しない。

Javaソース
プログラム

Java仮想機械用
の機械語コード
(バイトコード
  と呼ぶ。)コンパイラ インタープリタ

実行結果
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•コマンドラインから実行する方式だけでなく、

Webブラウザ上で実行する方式も用意されている。

(共通の仮想機械を考えることの恩恵。)

アプリケーション
プログラム バイトコード

コンパイラ インタープリタ
実行結果

アプレット バイトコード
コンパイラ

インタープリタ

実行結果

HTML
ファイル

参照

Web
サーバ

Web
ブラウザ

HTML
ファイル

バイトコード



1707

•オブジェクト指向

@@
�� 既成の部品(オブジェクト; 関数より柔軟) を組み合わせて

プログラムを作成することが出来る。

@@
��
プログラムの再利用の可能性が従来より高い。'

&

$

%

補足:

C言語の場合はライブラリ関数や特定のモジュール

(e.g.時間計測モジュール)の再利用ぐらいだった。

•部品／モジュール(オブジェクト)を作り出す型枠(クラス,class,と呼ば

れる)がライブラリとして豊富に用意されている。

—
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•C言語とC++言語を土台にしている。


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


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ポインタ操作が無い。
@@
��
プログラムの動作が安全になる。

使わなくなった(動的)メモリは自動的に回収してくれる。
@@
��
メモリ洩れのエラーが無くなる。

例外処理の機構がある。
@@
��
本来の処理の流れの明瞭さを損なわずに、

エラー処理をきちんと行える。

マルチスレッドの機構がある。
@@
��
データを共有した並列処理が可能。

· · · · · · · · ·

—
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17–3アプリケーションプログラムの作成・実行

Javaのプログラムはクラス定義を1つ以上

(但し、その内public宣言されたものは高々1個)並べたもの

Javaプログラム

public  class  クラス名  {

}

class  クラス名  {

クラス定義

クラス定義

フィールドの宣言

初期化ブロック

コンストラクタの宣言

メソッドの宣言　
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Javaプログラム

public  class  クラス名  {

}

class  クラス名  {

クラス定義

クラス定義

フィールドの宣言

初期化ブロック

コンストラクタの宣言

メソッドの宣言　


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










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




















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
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クラス

· · · 関連するデータ・機能をひとまと

めにした型枠モジュール。

オブジェクト生成の工場

クラス定義

· · · 構文的にはC言語の構造体宣言

の拡張で、次の様なものが並ぶ。

3生成するオブジェクトが保持

するデータ領域

(インスタンスフィールド)

3データの操作方法(メソッド)

3オブジェクトの生成方法

(コンストラクタ)

. . . . . . . . . . . . . . . . . .
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


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
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

—
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個々のソースファイルの構成：

クラス定義としては、次の2種類がある。






















3ソフトウェア部品の定義,

3ソフトウェア部品を利用して目的とする処理を記述したもの

この内、ソフトウェア部品のクラス定義に関しては、

•汎用性の高いソフトウェア部品が生成される様なものが望まれる。

•汎用性の高いソフトウェア部品を作り出すためのクラス定義の場合、

それだけで1つのソースファイルを構成するのが良い。

@@
��
通常は、1つのソースファイルに1つのクラス定義を入れ、

1個以上のソースファイルで1つのプログラムの処理内容を記述

'

&

$

%

注意：

ソフトウェア部品のクラス定義を実際に考えるのは、

第19章「オブジェクトベースプログラミング」以降

—



1712

例17. 1 (アプリケーションプログラム) 会話画面に

Welcome to JAVA World!

と表示するプログラムをコンパイル・起動している様子を次に示す。
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[motoki@x205a]$ ls
ExampleApplet.html ExampleApplication.java ExampleError2.java
ExampleApplet.java ExampleError1.java
[motoki@x205a]$ cat -n ExampleApplication.java

........ Javaソースプログラムの表示
1 // Javaアプリケーションプログラムの形, コンパイル・実...
2
3 public class ExampleApplication {
4 public static void main(String args[]) {
5 System.out.println("Welcome to JAVA World!");
6 }
7 }

[motoki@x205a]$ javac ExampleApplication.java ... コンパイル
[motoki@x205a]$ ls
ExampleApplet.html ExampleApplication.class ExampleError1.java
ExampleApplet.java ExampleApplication.java ExampleError2.java
[motoki@x205a]$ java ExampleApplication ................ 実行
Welcome to JAVA World!
[motoki@x205a]$
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ここで、

• Javaソースファイルの中に、ファイル名(拡張子以外)と同じ名前のク

ラスが定義されていることに注目して下さい。

'

&

$

%

補足：

ファイル名 (拡張子以外)と同じ名前のクラスが定義されていない

と、...

[motoki@x205a]$ javac ExampleError1.java

ExampleError1.java:3: クラス ExampleApplication は

public であり、ファイル ExampleApplication.java で

宣言しなければなりません。

public class ExampleApplication {

^

エラー 1 個
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ここで、

• Javaソースファイルの中に、ファイル名(拡張子以外)と同じ名前のク

ラスが定義されていることに注目して下さい。

• javac はJavaソースファイルをJava仮想機械の機械語コード(i.e.バ

イトコード)に翻訳するコマンドです。

一般に、

3 Javaソースファイルの拡張子は .java。

3 Javaソースファイル 名前 .java の中では 名前

という名前のクラスが定義されていなければならない。

3 Javaソースファイル クラス名.java を翻訳すると、
クラス名.classという名前のバイトコードが生成される。

—
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• java はJavaインタープリタを起動するコマンドです。

一般に、

3 java クラス名 とコマンド入力すると、クラス名.class

というバイトコードの中の クラス名 という名前のクラス

の mainメソッドが起動される。

'

&

$

%

補足：

指定したクラスの中にmainメソッドが無い場合は、...

[motoki@x205a]$ javac ExampleError2.java

[motoki@x205a]$ java ExampleError2

Exception in thread "main"

java.lang.NoSuchMethodError: main

—
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•プログラム 1行目 は // で始まっているので注釈行である。

•プログラム 3行目 は ExampleApplication という名前のクラスをこ

れから定義することを宣言している。 この中で、public という修飾

子は「外部からのアクセスが可能である」ことを明示している。

•プログラム 4～ 6行目 は main というメソッドを定義している部分

•プログラム 4行目 に現われる修飾子の意味は次の通り。

一般に、
static · · · そのクラスに共通のものであることを表す。

public · · · 外部からのアクセスが可能であることを表す。

•プログラム 5行目 は、標準出力を担当している動作主(オブジェクト)

System.out に println というメソッドの実行を依頼している文であ

る。これによって、printlnの引数で与えられたものの内容が標準出力

から出力されることになる。
—
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17–4 アプレットの作成・実行

•アプレットの場合は、Webブラウザ(または appletviewer)がアプレッ

トの実行を制御する主導権を握っている。

•アプレットの記述の中には、アプレットが最初に取り込まれた時, 最初

に実行された時, ... などに各々何を行うかを書いておきます。

—
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メソッド名 いつ呼び出されるか

init() · · ·アプレットが最初に取り込まれた時に実行される。(初

期化)

start() · · ·init()が実行された直後, または別のページからアプ

レットの登録されたページに戻った時に、実行される。

(アプレットの実行)

paint(Graphics g)

· · ·start()が実行された直後, 隠れていたWeb ブラウ

ザウィンドウが現われた時, スクロールで画面情報が

壊れた時, などに実行される。(描画)

stop() · · ·別のページに移ったり, Webブラウザが終了したり,

といった理由でアプレットの実行が停止した時に実行

される。

destroy() · · ·Webブラウザを終了した等の理由でアプレットの実行

が終了した時に、(stop()の後に)実行される。
—
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例17. 2 (アプレット) Webブラウザ等の画面に

Welcome to JAVA World!

と表示するJavaアプレットを次に示す。

[motoki@x205a]$ cat -n ExampleApplet.java

1 // Javaアプレットの形, コンパイル・実行例を示すため

2

3 import java.awt.*;

4 import java.applet.Applet;

5

6 public class ExampleApplet extends Applet {

7 public void paint(Graphics g) {

8 Font font = new Font("TimesRoman", Font.PLAIN, 32);

9 g.setFont(font);

10 g.drawString("Welcome to JAVA World!", 30, 75);

11 }

12 }

[motoki@x205a]$
—
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ここで、

•アプレット 3行目 は、java.awt.*というライブラリ群を取り込むとい

う宣言。 [C言語の#include宣言に相当する。 ’*’はワイルドカードを

表す。java.awtはグラフィック関係のクラス定義が詰まったライブラ

リ(パッケージという)。 awtは abstract window toolkit の略。]

•アプレット 4行目 は、アプレットのクラス定義が詰まったパッケージ

／ライブラリ java.applet.Applet を取り込むという宣言。

•アプレット 6行目 は、パッケージの中で既に定義されているAppletク

ラスを拡張して ExampleApplet というクラスを新しく定義すること

を宣言している。

•アプレット 7～ 11行目 は、アプレットクラス ExampleAppletの中で、

実際の描画を行うためのpaintメソッドを定義した部分である。

—
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•アプレット 8行目 では、Fontクラスのオブジェクトを新しく生成し、

そのオブジェクトを参照する変数fontを設けている。

•アプレット 9行目 では、画面描画を担当しているオブジェクトgに

描画に使用するフォントの情報を伝えている。

[オブジェクトgに、(gが持っている) setFontメソッド の実行を依

頼する。]

•アプレット 10行目 では、画面描画を担当しているオブジェクトgに

書き出してほしい文字列を伝えている。

[オブジェクトgに、(gが持っている) drawStringメソッド の実行を

依頼する。]

—
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例17. 3 (Firefoxによるアプレットの実行) アプレットの場合もアプ

リケーションプログラムの場合と同様、コンパイルしておかなければ実

行できません。

javac でコンパイルするとやはり(エラーがなければ) .classファイルが

出来ます。 例えば 、例17.2のアプレットの場合は次のようになる。

[motoki@x205a]$ javac ExampleApplet.java

[motoki@x205a]$ ls

ExampleApplet.class ExampleApplication.class ExampleError2.class

ExampleApplet.html ExampleApplication.java ExampleError2.java

ExampleApplet.java ExampleError1.java

[motoki@x205a]$

—



1724

出来たバイトコード(.classファイル)をWebブラウザに実行させたい場

合、アプレットの .classファイルを参照するHTMLファイルを作り、

それをブラウザに表示させるだけである。例17.2のアプレットの場合は

例えば次のようなHTMLファイルを構成する。

[motoki@x205a]$ cat -n ExampleApplet.html

1 <html>

2 <head><title> an Example of how to execute Java applet

</title></head>

3 <body>

4 <center>

5 <h2> an Example of how to execute Java applet

(ExampleApplet.java) </h2>

6 </center>

7 <hr>

8 <applet code="ExampleApplet.class"

width=450 height=150>
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9 </applet>

10 <hr>

11 </body>

12 </html>

[motoki@x205a]$

—
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この、アプレット実行用HTMLファイルをFirefoxで表示するには、例

えば、Firefoxを起動してURLを

file://絶対パス名/ExampleApplet.html

とすればよい。次の通り。

[motoki@x205a]$ firefox&

[2] 3406

[motoki@x205a]$ pwd

/home/motoki/C-Java2012/Programs-Java/mainStart

[motoki@x205a]$
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&

$

%

Firefox上でURLを

file:///home/motoki/C-Java2012/

Programs-Java/mainStart/ExampleApplet.html

と指定すれば、アプレットが実行され次の様に表示される。

—
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例17. 4 (appletviewerによるアプレットの実行) 例17.3で見たよう

に、ブラウザでJavaアプレットを実行するためには、一旦ブラウザを起

動して例えば絶対パス名でHTMLファイルを指定する等の作業をしな

ければならない。

@@
��
もっと簡単にアプレットを実行したい場合は、

.classファイルとHTMLファイルの置かれたディレクトリ内で

appletviewerコマンドを使って、

例えば次のようにします。

—
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[motoki@x205a]$ appletviewer ExampleApplet.html&

警告: AppletViewer プロパティファイルが読み込まれません:

/home/motoki/.hotjava/properties デフォルトを使用し

ます。

[3] 4025

[motoki@x205a]$

'

&

$

%

しばらく待った後 、

次の様なウィンドウが生成される。

このウィンドウを見て分かるように、appletviewer

では <applet> タグ以外の情報は表示されない。


